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昆虫がレーザ発振する！？ 

          東京工業大学 有機･高分子物質専攻   渡辺 順次 
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図 1. 右、左偏光子を通し
てみたカナブン 

図 2. 光学活性である
棒状高分子が形成する
コレステリック液晶 
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図 4. コレステリックフィルム面に垂直
に切り取った薄片の透過電顕写真であり、
らせん周期に由来する縞状模様が，均一に
膜面（矢印方向）に平行配行したモノドメ
インらせん構造を見ることができる。明か
ら明、暗から暗までがハーフピッチであり、
この周期内には百数十の高分子が含まれて
いる 

図 3. 各種カナブンと人工コレステリック
膜の比較 
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図 5. ダイを含むコレステリック膜に
レーザ・ポンプ光(pump beam)を照射
すると、コレステリック反射バンド
（emission）とダイの蛍光波長が一致
する波長でレーザ発振する。発振方位は
らせん軸方位である。 


